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前回から引き続き本新学術研究の公募研究とし

て、光学系に備わるトポロジカル相を活用するこ

とにより、古典光及び光子のダイナミクスを時空

間で制御するための手法の開拓を目指した研究を

行います。どうぞよろしくお願いいたします。

　前回の公募研究においては、光学系における古

典光や光子の流出効果に着目することにより、「開

放系におけるトポロジカル相」の研究を重点的に

研究いたしました。粒子やエネルギーの流出入が

ある開放系において、空間 - 時間反転対称性 (Parity 

– Time-reversal symmetry; 以下、P T 対称性 ) があ

る場合、ある種の確率保存が成立したり、開放系

特有の特異な現象が起こることが知られています。

現在、古典光学系における実験が盛んに行われて

いますが、開放量子系においては、流出入効果の

制御が困難であることから、PT 対称性に関する実

証実験が無い状況が続いておりました。この問題

に対し、量子ウォークと呼ばれる人工量子系に対

する PT 対称性やトポロジカル相を調べることによ

り、この系のエッジ状態のみが PT 対称性を破るこ

とを反映した特異な現象が起こることを理論的に

示しました [1,2,3]、さらに、量子光学系において

PT 対称な量子ウォークを実装することにより、実

証実験に成功しました [4]。また、2 次元系におけ

る量子ウォークのトポロジカル相に由来するカイ

ラルなエッジ状態に関する研究も行いました [5]。

　今回の公募研究では、前回の公募研究で行った、

開放系における PT 対称性や高次元系におけるト

ポロジカル相の研究をさらに発展させることに加

え、トポロジカル相を動的に変化させることによ

り、エッジ状態を動的制御する手法に関する研究

を行います。本年度は、開放系における PT 対称性

の発展研究として、以前の実験系 [4] に僅かな変

更を加えるだけで、高次のトポロジカル数を有す
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る系に拡張が可能なことが可能であることが分か

り、その実証実験を行いました。
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